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令和7年1月4日（土）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：上野　由夢心
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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【退院】
・下道　ユミ子様～退院前訪問指導実施し、17時自宅退院となる。

【ユニット移動】
・丹内　栄子様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Cユニット6号室
・松橋　米子様～東病棟Cユニット6号室→東病棟合併症室
・清川　延子様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
・寺井　のり子様～本日よりロナセンテープ(40)開始。


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他室侵入や迷惑行為あり、早めに開放観察終了としている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・奈良　治隆様～身体拘束中。身体拘束部の異常なし。各バイタルサイン異常無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。


＜入院患者様情報＞
氏　　名：岡沼　有佳（おかぬま　ゆうか）様
　生年月日：平成13年12月30日　23歳
　病　　名：うつ病・統合失調症
　性　　別：女性
　診 察 医：田名部Dr
[bookmark: _GoBack]　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット1号室

　＜経過＞
　10月頃より食事摂取量の減少や拒薬が見られていた。11月頃より祖母の家で寝泊ま
りしているが、その間も徐々に状態は悪化。12月23日の週より食事摂取が出来ない事
が増え、臥床傾向となっていた。また同週に祖母を蹴り転ばせるような事があったよ
うだと母様談。当初本人は入院を拒否していたが、年が明けてから「具合悪いし入院
でもしょうがない」と話すようになっていた。
本日定期受診の際、本人より入院の希望が聞かれたことから任意入院となっている。
